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危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
条
文
に
強
制
停
車
行
為
を
明
記
す
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
二
月
十
四
日
、
横
浜
地
裁
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
に
東
名
高
速
道
路
に
お
い
て
発
生
し
た
あ
お
り
運
転
を
さ
れ
た
後

に
強
制
的
に
自
車
を
停
車
さ
せ
ら
れ
た
家
族
が
死
傷
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
等
の
成
立
を
認
め
、
被
告
人

に
懲
役
十
八
年
の
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
で
は
、
強
制
的
に
停
車
さ
せ
た
後
の
事
故
に
つ
い
て
、
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
号
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
適
用
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

判
決
で
は
、
被
害
者
の
死
傷
結
果
は
、
被
告
人
が
妨
害
運
転
に
及
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
発
生
の
危
険
性
が
現
実

化
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
妨
害
行
為
と
死
傷
結
果
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
成
立
す

る
と
結
論
づ
け
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
「
直
前
停
止
行
為
、
す
な
わ
ち
、
時
速
ゼ
ロ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
停
止
す
る
こ

と
」
が
「
重
大
な
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
速
度
で
運
転
す
る
行
為
」
に
含
ま
れ
る
と
読
み
取
る
こ
と
は
、
文
言
の
解
釈
上

無
理
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
被
告
人
の
直
前
停
止
行
為
は
同
法
第
二
条
第
四
号
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
実
行
行
為
に
は
該

当
し
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

強
制
的
に
相
手
の
車
を
停
車
さ
せ
、
後
続
車
が
追
突
す
る
と
い
う
事
態
は
、
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
第
二
項
に
妨
害
運
転
に

一



よ
る
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
創
設
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
当
時
に
は
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件

の
発
生
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
り
、
強
制
的
に
停
車
さ
せ
る
行
為
は
高
速
道
路
上
だ
け
で
な
く
、
一
般
道
で
も
後
続
車
に
追

突
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
行
為
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
四
度
の
妨
害
運
転
の
実
行
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
で
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
適
用
が
可
能
で
あ
り

ま
し
た
が
、
事
前
に
妨
害
行
為
が
無
い
場
合
で
も
強
制
停
車
が
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
条
文
に
強
制
停
車
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
法
の
不
備
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
般
の
判
決
を
受
け
て
、
危
険
な
強
制
停
車
に
つ
い
て
も
危
険
運
転
行
為
と
し
て
、
条
文
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。
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